
 

 

 

 

 

「心の根っこ」 

 

お子様のご入園・ご進級、おめでとうございます。 
 

環境が大きく変化する４月です。胸がドキドキしているのは、きっと子どもたちだけではないでしょう。保護

者のみなさまも「元気に登園できるかな？」「新しい友だち出来るかな？」「新しい先生と仲良くなれるかな？」

と期待と同時に不安もお持ちのことと思います。子育てにおいて心配するということは、それだけお子さまの心

と体に心を配っておられるしるしですね。 

この３月卒園した子どもたちも３～４年前は、お家の人と離れることを強く嫌がったり、園には行きたくない

と泣いて訴えたりしていました。でも心豊かに成長し園長先生から修了証書をいただき、胸を張って巣立ってい

きました。その時の子どもたちの姿を写真で紹介させていただきます。 

 

 

 

 

 

 

 

みんなで並んで園長先生のお話を一生懸命に聞き、歌っています。それは練習したからとか先生に注意される

からではありません。この３年から４年間の園生活の中で、様々な人の言葉に触れ、気付いたり、驚いたり、考

えたり、自分を振り返ったり…と豊かな経験をしたからこそ、相手の話に耳を傾けるという人として大切なこと

を学んだのでしょう。また嬉しいときも困ったときも、お家の方や先生、友だちに自分の言葉に耳を傾けてもら

い、聞いてもらう喜びを感じ取っているからこそ、人の言葉をわかろうとする人に育っているのだと思います。 

昨今、生まれてからの「最初の１００か月」の重要性が話題に上ります。その大半を担うこども園時代に、「嬉

しい」「楽しい」という感情だけではなく、「いやだ」「かなしい」「さみしい」「くやしい」などといった一見、大

人が心配してしまうような感情を抱く経験をします。そのようなときに、周囲に自分の気持ちを理解しようとし

てくれる人がいることで、子どもたちは安心して「こころのねっこ」を太く長くはっていきます。どうぞこの１

年、お子さまの心に寄り添いながら見守っていただけましたら幸いです。 

 ４月の保育の目標は「合掌聞法
がっしょうもんぼう

」です。私たち保育者は、子どもたちの目に見え耳に聞こえる言葉だけではな

く、一人ひとりの子どもたちの心の声に耳を傾けていきたいと思います。そしてその声を保護者のみなさまと共

有できるよう努めてまいります。 

世の中はどんどん多様化していきます。未来を生きる子どもたちだからこそ、好奇心を持って自分のやりたい

ことに取り組み、仲間と一緒にいる喜びを味わいながら育ってほしいと願っています。子どもたちが目をどんぐ

り眼
まなこ

にして「おもしろい！」と思うモノやコトやヒトに心を躍らせながら関わる経験を持つことができるよう

に佛教大学附属こども園の職員一同取り組んでまいります。令和７年度もどうぞよろしくお願いします。 

 

副園長   村上真理子 
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令和７年 4月 1日 

佛教大学附属こども園 

「仏教保育 ４月のねらい」 

合掌聞法 
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